
第178回
エンドオブライフケア研究会

特別講演のご案内

テーマ：エンドオブライフケアにおける家族看護

〜「第二の患者」としての家族ケアを越えて〜

講 師：児玉 久仁子 先生

（東京慈恵会医科大学附属病院 看護部 家族支援専門看護師）

日 時 ：2020年5月20日(水) 18：00～19：30

会 場 ：千葉大学医学部附属病院 3階 ガーネットホール

会 費 ：500円（申込不要）

エンドオブライフケア研究会世話人

千葉大学大学院看護学研究科 増島麻里子（世話人代表）

千葉県がんセンター 藤里 正視 大坂 美穂

千葉市立海浜病院 塩原 正之 久保ひろみ

千葉市立青葉病院 西脇 哲二 樋口久美子

千葉メディカルセンター 岩崎好太郎 石井 邦子

千葉大学医学部附属病院 田口奈津子 箭内 博子

東京通信大学 佐藤 禮子（世話人顧問）

連絡先 エンドオブライフケア研究会 事務局（渡邉）
E-mail：miwa.watanabe@tohto.ac.jp

1月版

家族は「第二の患者」と言われており患者と同様にケアの対象である。

一方で、医療の中心は患者であることは周知の事実である。では、患者

と家族に葛藤が生じている場合には、どうすれば良いのだろか。現代社

会における家族の関係性は多様であり、臨床現場の援助者たちは割り切

れない様々な人間模様に対峙する。複雑な人間関係を目の当たりにした

時、患者vs家族という二元論的な捉え方では、あちらを立てればこちら

が立たずという状況に陥ってしまうことも多い。そこで、今回は「第二

の患者」としての家族ケアを踏まえ、さらに、関係論的視点を用いた家

族ケアについて紹介したい。


	第178回�エンドオブライフケア研究会�特別講演のご案内

